




1年次の履修科目

1年次では、主として「共通科目」および全学向け入門科目

である「専門導入科目」を履修します。「共通科目」は、全学生

必修の総合科目、体育、外国語、情報など、大学での学修で必

要とされる基本的な能力を身につけることを目的とした科目

が中心です。

i共通科目

総合科目

体育

外国語
英語、ドイツ語、フランス語、スペイン語、ロシア
語、中国語、朝鮮語があります。学術研究の場で外
国語が駆使できるようになることをめざします。

情報
「情報リテラシー 」で情報とコンピュ ータに関する
基本概念を学び、「データサイエンス」でデータ収
集・管理・分析に関する基本概念を身につけます。

国語

芸術

初年次においては大学の学修環境に適応し、自
律的にキャリア形成を始めることを支援する科目
です。更に専門分野へ進むための知識基盤を整
えます。

スポーツ科学を基にした多様なスポ ーツ実践を
通し、「健やかな身体、豊かな心、たくましい精神」
を養います。

国際化した知識基盤社会を生き抜くために、日本
語について正しい知識を習得し、自己の意思を的
確に表現し伝達する能力を養います。

美的感性を磨き、表現する喜びを体験します。総
合大学の学生にふさわしい豊かでバランス感覚
のある人間性を育みます。

絵合労域群の1年間l 春
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専門翌入斜目

「専門導入科目」は各学問分野への入門的な科目です。筑波大

学では、学生が様々な専門分野を体系的に学べるよう、専門分

野の入り口として「専門導入科目」を用意しています。専門導入科

目は高校卒業程度の知識を前提とした内容で、すべての学類・専

門学群から様々な科目が提供されています。

専門導入科目などから興味のある科目を選択して学びなが

ら、移行したい学類・専門学群について考えてください。志望する

学類・専門学群によって移行・卒業に必要な科目は異なります。

科目の履修や移行先の選択にあたっては、Web・冊子等の情報

が参考になるほか、アカデミックサポ ー トセンタ ー のスタッフな

どに相談することができます。
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専門導入科目
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8月上旬
響学期の授業終了

履修計画の見直し
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労類・専門労群＾の移行について

総合学域群の学生は、1年間の学びの後、所属する学類・専

門学群が決まります。これを「移行」と呼びます。どの学類・専

門学群に「移行」するかは、本人の志望と、入学後の成績や適

性に基づいて決定します。どの選抜区分（文系、理系I、理系

II、理系III)で入学しても、体育専門学群を除くどの学類・専

門学群にも移行する道があります。

履修関連ガイダンス、
学類等紹介ガイダンス

模擬判定

（年に複数回実施予定）

学 期

志望翌録ガイダンス

■ Web・冊子等で提供される情報

■ 全学必修科目「学問への誘い」
入学後すぐに履修するこの科目は、幅広い学問分野を
俯緻する助けとなります。

■ 興味•関心に基づいて履修した科目の講義内容

■ 各種ガイダンス

■ アカデミックサポ ー トセンター のスタッフなどとの相談
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1年次の3月に、2年次に移行する学類・

専門学群が決まります。移行先は、学生の

「志望順位」と学類・専門学群 の「受入順

位」の組み合わせによって決定されます。

一
学生は、自分が進みたい学類・専
門学群に順位を付けます。この
順位を「志望順位」と呼びます。
志望できる学類・専門学群の数
には制限がありません。ただし、
志望先によって指定科目の履修
が必要となる場合があります。

Aさんの志望順位
1位X学類
2位Y学類

Bさんの志望順位
1位Y学類
2位X学類

-

一
各学類·専門学群は学生を受け
入れる順位を決定します。この
順位を「受入順位」と呼びます。
「受入順位」は｀履脩した科目の
成績を総合した「成績点（注）」
と、英語外部試験や適性試験と
いった「成績点以外の要素」も加
味して｀各学類・専門学群の茎準
で決定されます。
（注）学類・専門学群によっては 、 特定
の科目を重視して成績点が計算され
ます。たとえば 、 多くの理系の学類は
理系の科目に重きをおいて成績点を
計算します。

x学類の受入順位
1位Aさん
2位Bさん

Y学類の受入順位
1位Bさん
2位Aさん

IAさんバ学類 ] I Bさん►Y学類
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総合労域群のサ,r-o咋体制につ改

”- 瓢””
類・クラス アカデミックサポートセンター

入学して所属する類（第1類、第2

類、第3類）、そしてその中のクラス

が、皆さんの大学生活初年度の基本

単位です。クラス担任が、実施するフ

レッシュマン ・ セミナーなどを通じ

て、皆さんの修学や学生 生活全般に

つい て助言や相談に応じます。ま

た、クラスや類におい て複数回履修

等のガイダン スを実施する予定 で

す。

総合学域群の学生は入学してから

の学びのなかで、将来の進路や自分

の関心、適性にあった学類 ・ 専門学

群を選択します。入学直後は、自分

の興昧•関心が定まらず学類等の選

択や科目の選択に迷うかもしれませ

ん。アカデミックサポー トセンター で

は、志望する移行先の絞り込みの助

言や適切な履修計画・進路選択等を

しっかりとサポートします。

巨：•t, ．い

青柳悦子
第1類長

（人文社会系教授）

松井圭介
第3類長

（生命環境系教授）

数冒からのメッセ ー シ＂

大学での学びの期間を皆さんが存分に

生かすには、高校まで以上に、自分の問
題意識や関心を磨くことが大事です。特

定の学術分野に飛び込んでしまう前に、

総合学域群に所属することで、専門化さ

れた学問領域を横断する視野を養えるこ
とは、皆さんにとって大きなメリットにな

ります。きっとそこから、自分らしさを生
か せる課題が見 えてくることでしょう。専

攻したい分野を時間をかけ て見つけるた
めにも、またその後にも役立つ幅広い知

的好奇心をはぐくむためにも、大学生活

をここでスター トしてみませんか？

総合学域群の最大の魅力は、自分の学

びたい分野（学類・専門学群）を入学後に
決められること。例えば生物学類と生物

資源学類、応用理工学類と工学システム
学類、皆さんには違いがわかりますか？入

学後に先班から話を聞いたり、実際に講
義を受けた うえで希望学類を選択する。

文理の壁さえも（意欲と能力次第で）越
えられる。それが総合学域群です。希望

分野の人気が高ければ、入学後の競争も
あるでしょう。でも勉学は大学生の本分、

大学進学は目的ではなく 、将来を切り拓
くための手段なのです。高校時代まで触
れることのなか った学問を知り、新たに

興味をもつ分野が生まれるのが大学生

活の醍醐味。そんな皆さんのつくばライ
フを本気で応援いたします。

中谷清治
第2類長

（数理物質系教授）

加賀信広
アカデミック

サポー トセンター 長
（人文社会系教授）

”-
全学学生支援組織

保健管理センタ ー ／学生相談

室・総合相談窓口／ダイバ ーシ
ティ・ アクセシビリティ ・キャ
リアセンター (DACセンター ）

筑波大学の すべての学生 に向け

て、健康面や学修面などをサポー ト

する体制が用意されています。積極

的に活用してください。

高校までに様々な分野を勉強し、興味
を膨らませ てきたことと思いますが、大

学で学修すると考えていたものと異なる

と感じる分野が多くあります。例えば、高

校まではこの分野は物理と直接関係な

いと思っていたのに、大学ではこんなに
物理が重要なのかと思う分野等がありま

す。また、基礎的な分野と応用的な分野、
同じ学問をベー スにしても面白さが異な

ります。いろんな分野の学問に触れて、自
分の分野を見つけ、将来について考える

ことができるのが、総合学域群の特徴で
す。私も大学1年生のとき、入学した分野

と異なる分野 に変更しようと悩みまし

た。共に悩み、考えましょう。

アカデミックサポ ー トセンターは、総合

学域群の学生さんを支援 するために、新
たに設證される組織です。ここには、各学
類・専門学群の教育内容を熟知している
アドバイザ ー の先生方、全学の教育シス
テムに通じ ているベテランのコ ー デ ィ

ネ ー ター の先生方、履修や移行につい て
個々の相談にも応じてくれる専門 スタッ
フなどが所属しています。専門スタッフは

本学の卒業生や、みなさんにとって比較

的年齢が近い人もいます。事務職員や大
学院生のティ ー チング・アシスタントとも

力を合わ せ て、総合学域群生の学びと生
活を精一杯「サポー ト」します。筑波山の

ふもと、研究学園都市にある、筑波大学
でお待ちしています。
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進みたい学類・専門学群がまったく決まっていないのですが、1年で決められるようになる
のか不安です。

そうした不安を解消するためのサポー ト体制が用意されています。総合選抜の利点は、自
分の将来の可能性を考えながら、いろいろな学問領域の勉強を進め、そのなかで専門を決
められるところにあります。そのため、クラス担任やアカデミックサポートセンターのスタッ
フが皆さんの進路選択の相談にのり、どの選択がみなさんの将来にとって良いのかを 一

緒に考えていきます。

1年次に留学できますか？

できます。ただし、留学することにより履修できない科目があると、希望する学類・専門学群
へ移行できるかどうかに影響する可能性があります。詳しくは入学後に相談してください。

移行後に学類・専門学群で入学したグル ー プについていけるかどうか、仲間に入れるかどう
か不安です。

移行後の教育は、所属した学類・専門学群が責任を持って対応します。編入学生や留学生
等、途中年次から筑波大学に通い始める人も大勢いますが、授業に出ているなかで、自然と
仲も深まっていき楽しそうにしています。また、学生生活について何でも相談できる窓口が
あります。

総合選抜で入学すると、それ以外の学生とは別の科目を履修する必要がありますか？

必要はありません。卒業までに履修しなければならない科目はそれぞれの学類・専門学群
が定めており、総合選抜で入学しても、卒業に必要な要件は同じです。ただし、総合選抜以
外の入試区分で入学した学生は、主として既に定められた履修計画に沿って履修するのに
対して、総合学域群の学生は移行までの1年間、複数の学類·専門学群の提供する科目を幅
広く履修し、志望学類・専門学群の絞り込みを行うことが予想されます。そのため、その他
の選抜で入学した学生に比べて、より幅広い科目を履修することになるかもしれません。

どのように時間割を作成すればよいですか？自分 一人で履修計画を立てることができるで
しょうか？また、自分の興昧のあることを学べるような志望先が見つかっても、授業の内容
がむずかしくてついていけないといったことはないでしょうか？

アカデミックサポー トセンターのスタッフが、入学直後のオリエンテ ー ションや随時実施さ
れる個別相談を通じ、志望先に沿った履修計画の相談に応じます。授業を受ける中で、自
分の志望に合わせた履修計画を提案してもらうこともできるので、個別相談を積極的に活
用してみましょう。また、授業の内容についてわからないことがある場合、大学院生のTA
（ティ ー チング・アシスタント）が勉強の仕方やその内容について具体的に助言します。

どのタイミングで志望先を絞り込んで、最終的に志望先を決めるのでしょうか？また、自分
の興味のあることを学ぶためには、どの学類・専門学群を選択したらよいでしょうか？

入学してから移行するまでの間に、移行先の絞り込みのためのガイダンスを複数回実施予
定です。移行がスム ーズに行えるように、アカデミックサポー トセンターのスタッフが個別
に対応します。また各学類・専門学群から選出された教員が、アカデミックアドバイザーと
してそれぞれの学類・専門学群の教育内容を詳しく説明します。さらに学類を越えた領域
横断的な観点から助言するアカデミックコ ーディネ ー ターの先生もいます。これらのサポー

トを通じて、自分の関心に合った適切な学類・専門学群が見つけられるでしょう。




